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亮

成

抄
録

　

隆
瑜
（
一
七
七
三
～
一
八
五
〇
）
撰
の
『
五
輪
九
字
明
秘
密
釈
拾
要
記
』
は
、
興
教
大
師
覚
鑁
（
一
〇
九
五
～
一
一
四
四
）
の
主
著
で
あ

る
『
五
輪
九
字
明
秘
釈
』
の
唯
一
の
註
釈
書
で
あ
る
。
原
本
は
、
自
筆
本
が
智
山
書
庫
（
京
都
・
智
積
院
）
に
所
蔵
さ
れ
、『
智
山
書
庫
所

蔵
目
録
』
第
一
巻
二
三
九
頁
の
下
段
に
、『
五
輪
九
字
明
秘
密
釈
拾
要
記
』、
写
、
五
巻
五
冊
と
し
て
登
録
さ
れ
て
お
り
、『
智
山
全
書
』
五

に
収
録
さ
れ
、
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

　

本
論
文
は
、『
大
正
大
學
研
究
紀
要
』
第
八
十
五
（
平
成
十
二
年
三
月
）
に
、
隆
瑜
撰
『
五
輪
九
字
明
秘
密
釈
拾
要
記
』
の
研
究
（
一
）

と
し
て
そ
の
翻
刻
文
を
投
稿
し
、
そ
の
後
数
回
に
わ
た
り
継
続
し
た
が
、
そ
の
五
分
の
三
ほ
ど
で
、
い
ま
だ
完
成
し
て
い
な
い
。
こ
れ
ら
に

も
と
づ
き
、
隆
瑜
撰
『
五
輪
九
字
明
秘
密
釈
拾
要
記
』
の
研
究
（
一
）
を
『
仏
教
文
化
論
集
』
第
十
二
輯
（
平
成
二
十
九
年
、
川
崎
大
師
教

学
研
究
所
）、（
二
）
を
『
智
山
学
報
』
第
六
九
輯
（
令
和
二
年
、
智
山
勧
学
会
）、（
三
）
を
『
川
崎
大
師
教
学
研
究
所
紀
要
』
第
五
号
（
令

和
二
年
、
川
崎
大
師
教
学
研
究
所
）
そ
し
て
（
四
）
を
同
紀
要
第
六
号
（
令
和
三
年
）
に
書
き
下
し
文
と
引
用
資
料
の
典
拠
を
示
し
投
稿
し

た
が
、
本
論
文
は
そ
の
（
五
）
で
あ
る
。
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持
斎
と
は
、
凡
そ
住
心
所
摂
の
善
心
に
、
六
心
有
り
。
謂
く
、
種
子
・
牙
・
疱
・
葉
・
花
・
果
な
り
。
此
の

中
且
く
最
初
の
種
子
心
に
約
し
て
持
斎
と
云
う
。
名
義
を
釈
さ
ば
、
失
犯
無
き
を
護
持
し
て
、
故
に
名
け
て
持

と
な
す
。
一
曰
不
食
を
以
て
斎
と
云
う
。『
光
記
』
十
四
廿
四

左

に
云
う
、「
西
方
の
風
俗
は
断
食
を
斎
と
名
く
」

と
文
。
斎
と
は
、
潔
な
り
と
注
す
る
故
に
、
不
食
を
以
て
斎
と
云
う
宜
な
り
。
或
は
持
斎
は
、
節
量
食
。

節
食
と
は
、
或
は
一
日
不
食
を
節
食
と
云
う
。
或
は
少
食
を
節
食
と
云
う
。
両
説
有
り
。
元
瑜
の
云
く
、
此

の
二
意
放
つ
べ
か
ら
ず
。
疏
の
釈
に
依
っ
て
云
く
、「
我
今
よ
り
少
し
き
此
の
味
を
食
し
、
常
に
自
誡
し
節
せ

ん
に
亦
善
な
ら
ざ
る
や
」
と
文
。
此
の
意
な
れ
ば
、『
韻
会
』
に
、
節
は
量
に
注
す
る
義
に
し
て
、
ホ
ド
ヨ
キ

ホ
ド
ニ
分
節
す
る
義
な
り
。
是
を
亦
た
持
斎
と
名
く
る
な
り
。
又
一
日
不
食
の
義
も
有
る
べ
し
。
機
根
區
な
れ

ば
、
意
楽
も
亦
た
随
っ
て
異
な
る
べ
き
故
に
云

　

云
。
隆
の
云
く
、
今
は
持
斎
節
食
と
云
う
故
に
、
持
斎
は
一
日

不
食
、
節
食
は
少
食
な
り
。『
行
状
記
』
に
、
開
山
在
国
の
内
に
、
勤
修
精
進
の
義
を
聞
く
。
自
余
の
戯
を
廉

却
し
、
四
時
に
仏
像
を
敬
し
、
香
花
を
備
え
、
灯
明
を
捧
げ
、
或
る
時
は
穀
味
を
断
ち
、
或
る
時
は
水
飲
を
絶

し
て
精
勤
修
行
し
更
に
懈
す
と
」
云

　

云
。
之
に
依
っ
て
出
国
の
後
に
、
周
処
未
生
の
如
く
現
未
を
観
じ
、
弥
い
よ
い
よ

実

の
如
く
持
斎
節
食
の
理
を
知
る
為

　

言
。
理
と
は
、
少
欲
知
足
の
故
に
、
昼
夜
経
営
す
る
に
自
身
安
堵
の
計
無
し
、

還
り
て
他
に
施
す
。
善
心
起
る
道
理
を
、
実
の
如
く
証
知
す
る
な
り
。
第
二
住
心
の
六
善
心
は
『
宝
鑰
』
に
具

な
り
、
見
る
べ
し
。
時
時
に
を
八
関
受
く
は
、
八
関
は
八
戒
斎
な
り
。
此
は
是
れ
一
日
一
夜
等
の
護
戒
な
り
。

故
に
在
俗
の
受
持
す
る
所
な
り
。『
大
乗
義
章
』
の
十
二
に
云
う
、「
八
戒
斎
は
、
謂
ゆ
る
不
殺
と
不
盗
と
不
婬

と
不
妄
語
と
不
飲
酒
と
不
歌
舞
侶
伎
と
不
着
香
薫
香
と
不
上
高
広
牀
と
不
過
中
食
と
、
是
れ
其
の
名
な
り
。
此

れ
等
は
防
禁
の
故
に
戒
と
為
し
、
潔
清
な
れ
ば
斎
と
曰
う
」
と
文
。『
薩
婆
多
論
』
の
一
に
云
う
、「
問
う
て
曰

く
、
夫
れ
斎
法
は
過
中
不
食
を
以
て
す
れ
ば
、
乃
ち
九
法
有
り
。
何
が
故
に
八
事
を
以
て
名
を
得
る
や
。
答
え

て
曰
く
、
斎
法
は
過
中
不
食
を
以
て
体
と
し
、
八
事
を
以
て
斎
体
を
助
成
す
。
共
に
相
い
支
え
て
持
す
れ
ば
、
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『
定
弘
大
全
』
三
・
一
二
一

『
大
正
』
八
・
八
三
七
ｂ

443/4

円
測

（
六
一
三
～
六
九
六
）

八
支
斎
法
と
名
く
。
是
の
故
に
八
斎
と
言
い
て
九
と
云
は
ず
」
已

　

上
。
又
此
の
斎
戒
は
、
一
日
夜
に
限
る
。
其

の
護
戒
の
時
、
至
極
短
き
が
故
に
、
未
だ
前
に
明
か
す
尽
寿
の
五
戒
に
及
ば
ざ
る
の
在
俗
の
人
受
持
す
。
但
だ

此
れ
異
義
な
り
。「
薩
婆
多
宗
に
は
、
毎
日
晨
朝
に
師
に
対
し
て
而
し
て
受
く
。
其
の
護
戒
の
時
、
一
昼
夜
に

限
る
故
に
」。『
四
分
律
』
に
は
、「
長
時
、
乃
至
尽
寿
の
受
持
を
許
す
」
云

　

云 �

以
上

如
実
の
云
う
。
今
、
薩
婆
多
の
意

に
依
る
が
故
に
時
々
受
八
関
と
云
う
な
り
。
倍
倍
成
果
を
願
う
と
は
、
如
実
の
云
う
、『
薩
婆
多
論
』
の
一
に

云
う
、「
有
る
経
に
説
く
、
若
し
閻
浮
提
の
王
と
作
れ
ば
、
閻
浮
提
中
の
一
切
の
人
民
の
金
銀
財
宝
に
於
い
て
、

中
に
於
い
て
自
在
す
。
是
の
如
く
の
功
徳
有
り
と
雖
も
、
八
斎
の
功
徳
を
以
て
分
っ
て
十
六
分
と
作
し
。
閻
浮

提
の
王
の
功
徳
は
、
十
六
分
の
中
に
於
い
て
一
分
に
及
ば
ず
」
と
文
云

　

云
。
此
の
説
に
准
じ
、
今
、
倍
倍
と
は
、

十
六
分
の
功
徳
成
果
な
ら
ん
か
。
然
り
と
雖
も
紫
宸
殿
等
と
は
、
第
二
住
心
の
所
得
の
果
を
明
か
す
。
倍
倍

願
う
と
雖
も
漸
く
粟
散
王
の
果
を
得
る
。
雖
然
の
二
字
、
語
勢
爾
な
り
。
其
の
故
に
『
宝
鑰
』
十丁
、『
仁
王
経
』

を
証
と
し
、
中
に
云
う
、「
中
・
下
品
の
善
粟
散
王
」
と
文
。
宗
家
の
意
は
、
上
四
輪
王
は
、
惣
を
表
し
、
愚

童
持
斎
の
摂
に
非
ず
。
中
下
品
の
善
は
、
信
外
異
生
と
な
す
故
な
り
。
之
に
依
っ
て
下
の
頌
文
に
云
う
、
五
常

十
善
漸
く
修
習
す
れ
ば
、
粟
散
王
も
其
の
旨
を
仰
ぐ
と
文
。
元
瑜
の
云
う
、
頌
文
二
句
の
意
は
、
謂
く
愚
童
持

斎
の
行
者
、
五
常
十
善
の
修
力
を
以
て
相
施
を
な
す
に
、
其
の
功
終
に
尊
宿
に
及
ぶ
故
に
。
粟
散
輪
王
も
、
此

の
修
習
の
力
を
見
て
五
戒
十
善
の
教
旨
を
讃
仰
す
る
な
り
為

　

言 �

云
　

云
。
粟
散
と
は
、
道
液
の
『
仁
王
疏
』
に
云
う
、

「
禄
を
散
じ
、
賢
を
養
う
、
以
て
人
に
主
た
る
故
に
粟
散
と
云
う
」
云

　

云
。
円
測
の
『
仁
王
経
疏
』
に
云
う
、「
衆

多
な
る
こ
と
猶
し
粟
を
散
ら
す
が
如
し
、
喩
に
従
え
て
號
を
立
て
粟
散
王
と
名
く
」
と
文
。
日
本
も
、
粟
散
王

の
一
な
る
故
に
、
今
、
所
依
を
挙
げ
能
住
人
を
顕
す
。
前
生
の
舊
所
と
は
、
過
去
の
宿
福
を
示
す
。

五
欲
の
妙
境
と
は
、謂
く
色
と
声
と
香
と
味
と
触
と
な
り
。
王
の
受
用
す
る
境
な
る
故
に
、妙
と
云
う
。『
智
論
』

第
五
廿左
に
云
う
、「
五
欲
を
花
箭
と
名
く
。
又
は
五
箭
と
名
く
。
種
々
の
善
事
を
破
る
故
に
。
行
者
、
当
に
訶
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444/1

『
定
弘
大
全
』
二
・
七
〇

444/2

『
大
正
』
六
〇
二
ｂ

『
大
正
』
三
九
・
六
〇
五
ｃ

し
て
云
う
べ
し
、
哀
れ
な
る
哉
、
衆
生
常
に
五
欲
の
た
め
に
悩
ま
さ
れ
て
而
も
求
め
て
や
ま
ず
。
将
に
大
坑
に

墜
ち
之
れ
が
轉
劇
を
得
る
こ
と
火
の
灸
す
る
が
如
し
。
療
に
五
欲
の
益
無
き
こ
と
、
狗
の
骨
を
咬
む
が
如
く
、

五
欲
諍
を
増
し
て
鳥
の
肉
を
競
う
が
如
し
。
五
欲
、
人
を
焼
く
こ
と
逆
風
に
炬
を
執
る
が
如
し
。
五
欲
、
人
を

言
す
る
こ
と
毒
蛇
を
踏
む
が
如
し
。
五
欲
、
実
無
き
こ
と
夢
の
所
得
無
き
が
如
し
。
五
欲
、
久
し
か
ら
ざ
る
こ

と
假
借
の
須
臾
の
如
し
。
此
の
五
欲
暫
時
の
楽
を
得
る
に
失
す
る
時
、
大
い
に
苦
な
り
」
と
文
。『
釈
氏
要
覧
』

下
八丁
に
之
を
引
く
、
此
の
中
の
八
斎
戒
の
事
、『
住
心
論
』
第
二
冠
註

十
七
丁
を
見
る
べ
し
。『
釈
氏
要
覧
』
上
五
十
二

丁
以
下
に

委
し
。
初
禅
の
高
臺
等
と
は
、
第
三
住
心
な
り
。
今
章
、
短
舌
の
故
に
扱
い
難
し
。
意
之
に
依
っ
て
第
三
住

心
を
弁
ず
。『
宝
鑰
』
上
の
住
心
略
釈
に
云
う
、
文
を
引
く
べ
し
。
嬰
は
、
小
児
の
通
称
な
り
。
嬰
は
、
女
人

の
頸
の
飾
な
り
。
頸
の
飾
を
垂
れ
て
胸
の
前
に
至
る
故
に
、
胸
の
前
を
嬰
と
云
う
。
小
児
を
は
胸
の
前
に
按
じ

て
乳
養
す
故
に
、
之
を
嬰
と
云
う
。
無
畏
と
は
、
八
心
の
中
に
第
八
無
畏
依
の
嬰
童
心
の
句
を
取
る
。
立
名

し
玉
う
故
に
無
畏
と
云
う
。
十
住
心
の
得
名
は
、
勝
る
る
心
品
を
取
り
て
其
の
名
を
建
立
し
た
も
う
故
に
、
今

も
亦
其
の
意
な
り
。
是
れ
則
ち
生
天
の
位
を
得
て
、
少
分
の
厄
縛
を
脱
す
る
故
な
り
。
外
道
生
天
等
と
は
、
此

は
行
相
を
釈
す
。
中
に
於
い
て
初
の
二
句
は
、
無
畏
の
義
を
釈
す
。
後
の
二
句
は
、
嬰
童
の
義
を
解
す
。
外
道

生
天
と
は
、『
大
日
経
』
に
、「
彼
れ
戒
を
護
り
天
に
生
ず
」
と
い
う
是
な
り
。
意
の
云
う
、
外
道
の
人
界
の
苦

を
厭
い
、
戒
を
護
り
禅
定
を
修
し
て
天
に
生
ず
る
義
な
り
。
暫
得
蘇
息
は
、
暫
は
後
位
よ
り
之
を
判
す
る
な
り
。

快
公
三
ノ
十

五
左

に
云
う
、「
三
界
の
諸
天
、
其
の
寿
命
長
遠
な
り
と
雖
も
、
仏
果
の
常
楽
に
対
し
て
暫
と
云
う
な
り
」。

蘇
息
と
は
、
六
無
畏
の
『
疏
』
三
之

初
丁
に
云
う
、「
梵
音
の
阿
湿
婆
婆
、
正
訳
に
は
当
に
蘇
息
と
云
う
べ
し
。
人
の

強
力
者
の
為
に
喉
を
持と

り

扼く
び

ら
れ
て
気
を
閉
じ
、
将
に
悶
絶
せ
ん
と
す
る
に
垂お

よ

ん
で
、
忽
ち
に
放
捨
を
蒙
り
還
っ

て
蘇
す
る
こ
と
を
得
る
が
如
し
」
云

　

々
。
是
れ
則
ち
人
界
の
苦
を
離
れ
天
に
生
ず
る
の
益
な
り
。
如
彼
嬰
児
等
、

喩
を
以
て
嬰
童
の
義
を
釈
す
。
此
の
中
の
意
の
云
う
、
彼
の
外
道
天
上
に
生
ず
る
を
も
っ
て
無
畏
常
住
の
処
と
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444/3

『
定
弘
大
全
』
二
・
一
〇
九

444/4

『
定
弘
大
全
』
二
・
一
二
六

『
定
弘
大
全
』
二
・
一
三
二

思
え
り
。
彼
の
嬰
児
と
犢
子
と
の
母
に
随
い
、
無
畏
の
想
い
を
作
す
が
如
し
。
是
れ
又
愚
癡
の
無
畏
の
義
に
喩

う
な
り
。
犢
子
随
母
は
、『
大
般
若
』
五
百
四
十
八
に
之
れ
有
り
。
問
う
て
云
う
、第
三
の
生
天
は
欲
（
六
欲
天
）・

色
（
四
禅
）・
無
色
界
に
通
ず
。
今
な
ん
ぞ
初
禅
の
み
を
生
す
や
。
愚
按
ず
る
に
、『
十
住
心
論
』
第
三
冠
注
二

十
右

に

云
う
、「
羝
羊
に
自
性
無
き
が
故
に
善
に
遷う

つ

る
。
愚
童
内
熏
の
力
の
故
に
苦
を
厭
い
、戒
を
護
り
天
堂
に
生
ま
れ
、

善
を
修
し
て
地
獄
を
脱
る
が
如
き
に
至
っ
て
は
、
下
を
悪
む
の
心
や
や
発
り
、
上
を
欣
う
の
願
初
め
て
起
こ
る
。

是
に
於
い
て
帰
依
を
彼
の
三
界
の
天
龍
に
求
め
、
虔
誠
を
此
の
神
鬼
に
尽
く
す
。
抜
苦
の
悲
を
仰
ぎ
、
与
楽
の

眄か
え
りみ

を
祈
り
、
影
は
形
に
随
っ
て
直
く
、
響
は
声
に
随
っ
て
応
ず
。
三
途
の
苦
果
は
、
前
世
の
因
に
畢は

た

し
て

出
づ
。
四
禅
の
楽
報
は
、
今
世
の
縁
に
感
じ
て
昇
る
」
と
文
。
此
の
文
の
意
は
、
十
悪
業
因
は
前
世
に
既
に
彼

の
悪
趣
を
出
で
て
欲
の
天
堂
に
生
じ
、や
や
上
を
欣
う
願
い
起
こ
る
が
故
に
四
禅
楽
報
を
得
る
為

　

言
。
之
に
准
ず
。

今
、
初
禅
の
髙
臺
は
過
去
慢
処
と
は
、
魔
波
旬
天
な
ら
ん
か
。
故
に
慢
処
と
云
う
。
魔
波
旬
は
、
次
第
に
續

生
し
て
初
禅
髙
臺
に
入
る
が
故
に
過
去
慢
処
と
云
う
。
魔
波
旬
と
は
、『
廣
論
』
冠
注
二

十
六
左
に
云
う
、「『
起
世
経
』

に
云
う
、
他
化
天
の
上
、
初
禅
の
下
も
、
中
に
於
い
て
魔
波
旬
の
宮
殿
有
り
。
身
光
は
上
よ
り
劣
り
、
下
よ
り

勝
れ
り
、威
力
自
在
に
し
て
仏
と
力
を
捔き

そ

う
。
他
化
に
属
し
て
更
に
別
に
開
せ
ず
」
と
文
。
若
し
爾
ら
ず
ん
ば
、

過
去
慢
処
の
言
、
解
し
難
し
。『
真
俗
雑
記
』
第
十
二
七右
に
云
う
、「
安
然
の
『
教
時
義
』
第
四
、『
瑜
伽
論
』

に
云
う
、
第
六
天
王
他
化
自
在
天
宮
の
辺
、
ま
た
魔
王
宮
殿
有
り
。
天
台
に
降
影
の
釈
を
引
く
、
魔
王
宮
殿
は

欲
・
色
界
の
二
界
の
中
間
に
在
り
。
大
宝
房
殿
中
、
即
ち
是
れ
『
大
集
経
』
に
説
く
処
な
り
」
と
文
。

離
生
喜
楽
と
は
、『
住
心
論
』
第
三
冠
三
十

三
左

に
云
う
、「
若
し
異
生
等
の
初
の
近
分
に
依
っ
て
世
俗
の
無
間
に
欲
の

有
漏
を
厭
い
、
麤
苦
障
の
三
の
随
一
の
行
相
な
り
。
諸
の
解
脱
道
に
、
初
め
の
根
本
の
五
支
の
静
慮
を
欣
ぶ
に
、

静
妙
離
の
三
つ
の
随
一
の
行
相
あ
り
。離
生
喜
楽
の
下
品
に
随
往
す
る
も
の
は
則
ち
此
の
中
に
生
ず
」と
文
。『
法

界
次
第
』
の
上
に
云
く
、「
根
本
と
言
う
は
、
四
無
量
心
、
八
背
捨
、
八
勝
処
、
十
一
切
処
、
神
通
変
化
及
び
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無
漏
の
観
恵
等
諸
禅
三
昧
は
、
悉
く
四
禅
の
中
よ
り
出
る
が
故
に
根
本
と
称
す
」
と
文
。『
智
論
』
の
十
七
に

云
う
、「
初
禅
の
相
は
、
有
覚
と
有
観
と
善
と
楽
と
一
心
な
り
。
有
覚
有
観
と
は
、
初
禅
の
中
の
未
曾
有
所
得

の
善
法
の
功
徳
を
得
る
が
故
に
、
心
大
い
に
驚
悟
す
。
常
に
欲
火
の
た
め
に
焼
か
れ
て
、
初
禅
を
得
る
時
は
、

清
涼
の
池
に
入
る
が
如
く
な
れ
ば
な
り
。
ま
た
貧
人
の
卒
か
に
宝
蔵
を
得
る
が
如
し
。
行
者
、
欲
界
は
過
罪
な

り
と
思
惟
し
分
別
し
て
、
初
禅
は
利
益
・
功
能
は
な
は
だ
多
し
と
知
り
、
心
大
い
に
歓
喜
す
。
是
を
有
覚
有
観

と
名
く
。
乃
至
、
麤
心
の
初
念
を
覚
と
す
。
細
心
の
分
別
を
覚
と
す
」
と
文
。
離
生
喜
楽
と
は
、
此
の
名
は

楽
生
の
三
の
中
の
随
一
な
り
。
且
く
初
禅
の
五
支
の
功
徳
に
於
い
て
別
し
て
喜
受
・
軽
安
の
二
支
に
就
い
て
此
の
楽
の
名

を
云
う
云

　

云
。
如
実
の
『
冠
』
四
十

四
丁
を
見
る
べ
し
。
ま
た
生
天
の
事
冠
註
三
の

初
丁
問
答 �

云
　

云
。
久
し
く
受
け
て
新
た
な
ら
ず
等

と
は
、
仏
見
に
約
し
、
離
生
喜
楽
は
、
元
よ
り
こ
れ
を
受
く
。
然
る
に
嬰
童
愚
癡
暗
迷
に
し
て
、
新
た
に
蘇
息

無
畏
を
思
い
得
た
り
と
。
故
に
今
、
実
に
嬰
童
心
を
知
る
と
為

　

言
。『
住
心
論
』
第
三
冠
註
七

十
一
丁
に
云
う
、「
又
大
毘
盧

遮
那
如
来
は
、
諸
菩
薩
・
天
・
龍
・
鬼
等
の
真
言
印
を
説
き
訖
っ
て
、
即
ち
秘
密
主
に
告
げ
て
言
く
、
是
の
如

く
の
上
首
の
諸
の
如
来
の
印
は
、
如
来
の
信
解
よ
り
生
ず
。
即
ち
菩
薩
の
幖
幟
に
同
ず
。
其
の
数
無
量
な
り
、

乃
至
、
身
分
の
挙
動
往
止
は
応
に
知
る
べ
し
。
皆
な
是
れ
密
印
な
り
。
舌
根
所
転
の
衆
多
の
言
説
は
、
応
に
知

る
べ
し
、
皆
な
是
れ
真
言
な
り
」
と
文
。
如
実
の
云
う
、「
凡
そ
今
教
の
意
は
、
四
重
曼
荼
の
聖
衆
、
皆
な
是

れ
本
有
常
住
の
仏
体
な
り
。
六
道
四
生
の
群
類
は
、
併
し
な
が
ら
又
自
性
清
浄
の
法
身
な
り
。
若
し
実
類
を
除

か
ば
、
則
ち
円
坦
の
称
成
し
難
し
。
若
し
権
化
に
限
ら
ば
、
則
ち
輪
円
の
名
欠
し
易
き
か
、
故
に
知
ん
ぬ
。
仏

知
の
照
見
に
約
さ
ば
、
凡
夫
本
よ
り
等
流
法
身
な
り
。
ま
た
密
号
、
名
字
に
依
ら
ば
、
実
類
の
性ひ

と

と
な
り
曼
荼

の
聖
衆
な
り
。
若
し
爾
ら
ば
実
類
を
挫お

さ

え
て
権
化
と
云
わ
ん
。
何
ん
の
失
が
あ
ら
ん
」。
故
に
延
命
院
の
『
金

界
次
第
』
に
云
う
、「
入
我
我
入
の
故
に
、
本
尊
と
我
と
一
体
無
二
な
り
。
但
し
本
迹
の
義
を
表
さ
ん
が
為
に

加
持
帰
依
の
観
有
り
」
云
　

云
。
此
の
意
は
未
断
惑
の
行
者
を
指
し
て
本
尊
の
垂
迹
と
な
す
に
非
ず
や
。
然
ら
ば
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則
ち
我
等
は
、
皆
な
自
性
を
動
ぜ
ず
し
て
六
道
四
生
の
形
と
成
り
、
無
明
に
随
順
し
て
而
し
て
三
途
八
難
の
苦

を
受
く
。
源
を
尋
ね
流
れ
を
汲
ま
ば
、
皆
な
こ
れ
遮
那
の
垂
迹
な
り
。
実
類
を
挫
え
て
大
悲
本
尊
を
仰
ん
に
、

何
れ
の
失
ぞ
や
。
本
を
推
し
て
迹
を
見
れ
ば
、
併
し
な
が
ら
ま
た
法
身
の
応
現
な
り
。
凡
夫
を
指
し
て
無
辺
の

悉
地
を
祈
す
る
に
、
豈
に
空
し
か
ら
ん
や
。
若
し
実
類
を
捨
て
て
権
化
を
尋
ね
れ
ば
、
爭い

か
でか

衆
生
即
仏
の
観
を

成
じ
。
若
し
凡
夫
を
思
っ
て
偏
に
聖
者
を
愛
さ
ば
、
誰
か
凡
聖
不
二
の
覚
を
開
か
ん
や
。
大
悲
曼
荼
羅
は
、
正

し
く
此
の
義
を
表
す
と
い
う
。
甚
だ
深
意
有
る
者
か
。
伏
し
て
惟
わ
ば
、
我
が
宗
意
は
現
覚
諸
法
の
故
に
、
貪
・

瞋
・
癡
・
慢
、
現
に
明
王
忿
怒
の
姿
を
顕
し
、
直
約
諸
法
の
故
に
は
欲
・
触
・
愛
・
慢
、
直
に
菩
薩
慈
悲
の
質

の
質
と
成
る
。
五
趣
四
生
の
鬼
畜
、
こ
れ
を
隔
て
れ
ば
永
く
三
途
の
苦
海
に
沈
む
。
八
苦
五
衰
の
人
天
、
こ
れ

を
隔
て
れ
ば
即
ち
五
智
の
覚
岸
に
到
る
。
迷
悟
已
に
在
り
、
執
無
く
ん
ば
到
る
と
は
、
蓋
し
此
の
謂
か
。
況
ん

や
復
た
顕
乗
す
ら
猶
し
性
悪
融
通
の
故
に
は
、
煩
悩
即
菩
提
の
説
を
馳
す
。
此
の
密
乗
、
豈
に
性
相
歴
之
故
に
、

生
死
即
生
死
の
義
無
か
ら
ん
や
而

　

巳� 

已
　

上
。
又
云
う
、「
彼
の
華
厳
は
、
猶
し
九
世
相
入
の
故
に
、
第
二
七
日
に

於
い
て
未
来
流
通
の
事
を
現
ず
。
況
ん
や
、
大
日
進
促
自
在
の
神
力
を
や
。
所
以
に
末
代
の
我
等
が
真
言
傳
持

等
を
、
何
ん
ぞ
悉
く
自
性
会
に
現
ぜ
ず
ん
や
」
已

　

上
。
古
徳
の
所
解
に
、
謂
ゆ
る
甚
深
な
り
。
誰
か
仰
信
せ
ざ

ら
ん
や
。
是
れ
則
ち
唯
一
の
十
界
の
生
仏
依
止
、
無
始
以
来
常
恒
に
互
相
加
入
し
、
彼
此
摂
入
す
る
故
な
り
。

故
に
仏
見
に
望
む
れ
ば
、
則
ち
十
法
界
、
併
な
が
ら
是
れ
毘
盧
遮
那
の
本
具
輪
円
の
曼
荼
羅
、
従
心
流
出
の
聖

者
な
り
。
若
し
衆
生
に
約
す
れ
ば
、則
ち
在
纏
本
有
の
曼
荼
羅
な
り
。
只
だ
是
れ
開
不
の
差
別
な
り
。
故
に『
疏
』

の
一
に
云
う
、「
一
切
衆
生
の
色
心
実
相
は
、
本
際
よ
り
已
来
、
常
に
是
れ
毘
盧
遮
那
の
平
等
智
身
な
り
。
仏
、

平
等
心
地
よ
り
無
尽
荘
厳
大
曼
荼
羅
を
開
発
し
て
還
っ
て
用
い
て
衆
生
の
平
等
心
地
の
無
尽
荘
厳
大
曼
荼
羅
を

開
発
し
た
も
う
」
已

　

上
。
応
に
知
る
べ
し
、
本
有
に
約
せ
ば
則
ち
十
界
互
具
融
す
れ
ど
も
、
迷
悟
の
不
同
有
る

こ
と
を
。『
宗
鏡
録
』
に
云
く
、「
仏
界
の
中
の
衆
生
界
は
、
迷
〻
と
し
て
所
迷
無
く
、
衆
生
界
の
中
の
仏
界
は
、
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悟
〻
と
し
て
所
悟
無
し
」
と
文
。
以
上

如
実
。
こ
れ
に
准
じ
て
離
生
喜
楽
も
十
界
互
具
融
通
に
約
し
て
、
即
ち
遮
那

応
現
具
徳
に
し
て
、
新
成
に
非
ず
。
然
る
に
嬰
童
の
愚
癡
迷
暗
に
し
て
其
の
理
を
知
ら
ず
。
新
た
に
得
る
と
思

う
が
故
に
歓
喜
す
。
こ
れ
に
依
っ
て
実
の
如
く
其
の
理
を
知
り
厭
患
す
べ
し
。
如
実
の
弁
、
第
三
住
心
に
於
て

極
肝
要
の
故
に
具
に
之
を
挙
げ
る
。
尚
を
彼
の
『
記
』
を
見
て
悉
く
之
を
弁
ぜ
よ
。
漸よ

う
やく

火
宅
の
薪
を
知
っ
て

等
は
、
此
は
第
四
五
心
を
含
め
て
明
か
す
。
此
れ
ま
た
〇
在
の
故
に
四
・
五
の
名
義
の
大
意
を
弁
ぜ
ず
と
は
、

其
の
旨
趣
、
通
じ
難
し
。
先
ず
第
四
住
心
と
は
、
唯
蘊
無
我
心
と
云
う
。『
宝
鑰
』
列
名
釈
に
云
う
、「
唯
だ
法

有
の
み
を
解
し
て
我
人
皆
な
遮
す
。
羊
車
の
三
蔵
、
悉
く
此
の
句
に
摂
す
」
と
文
。
此
の
住
心
の
得
名
は
、『
大

日
経
』
の
「
彼
如
是
唯
蘊
無
我
」
等
の
文
に
依
る
。『
宝
鑰
』
中
卅
四

左

に
云
う
、「
已
上
の
三
心
は
、
皆
な
是
れ

世
間
の
心
な
り
、
未
だ
出
生
と
名
け
ず
。
第
四
の
唯
蘊
已
後
は
、
聖
果
を
得
る
出
世
の
心
と
名
く
」
と
文
。
今

章
の
漸
字
は
、
世
出
世
の
界
泮
を
示
す
な
り
。
唯
蘊
無
我
と
は
、『
論
』
中
巻
に
云
う
、「
法
を
存
す
故
に
唯
蘊

な
り
。
人
を
遮
す
る
故
に
無
我
な
り
。
簡
持
を
義
と
な
す
故
に
唯
な
り
」
と
文
。
簡
持
と
は
、
人
我
を
簡
去
し

て
而
も
五
蘊
の
法
を
持
取
す
故
に
簡
持
と
云
う
。『
倶
舎
頌
疏
』
第
九
七丁
に
云
う
、「
無
我
と
は
、
正
し
く
外
道

を
遮
す
。
謂
く
外
道
は
我
を
執
す
。
命
終
の
時
に
臨
ん
で
能
く
此
の
蘊
を
捨
て
、
受
生
の
時
に
於
て
能
く
余
の

蘊
続
く
。
若
し
我
有
る
こ
と
無
く
ん
ば
、
誰
か
能
く
蘊
続
な
り
、
故
に
我
有
る
な
り
。
此
の
報
を
破
せ
ん
が
た

め
の
故
に
、
無
我
と
言
う
。
唯
だ
五
蘊
の
み
有
り
、
更
に
実
我
無
し
。
此
の
蘊
の
上
に
於
て
假
立
し
て
我
と
な

す
」
と
文
。『
宝
鑰
』
に
、
唯
解
法
有
と
は
、
外
道
の
人
我
を
遮
す
義
な
り
。
ま
た
遮
詮
に
大
乗
不
二
中
道
に

異
な
る
こ
と
を
示
す
な
り
。
我
人
皆
遮
と
は
、『
快
』
に
、
三
義
有
る
中
、
第
二
義
に
見
・
修
の
二
惑
の
不
同

有
る
故
に
、
皆
な
遮
と
云
う
云

　

云
。
此
の
義
好
し
。
羊
車
三
蔵
と
は
、
羊
車
は
、『
法
花
』
譬
喩
品
に
、
声
聞
乗

を
以
て
羊
車
に
喩
う
る
。
三
蔵
の
名
は
、
大
小
に
通
ず
。
今
、
大
乗
の
三
蔵
に
簡
て
羊
車
三
蔵
と
云
う
。
悉
く

此
の
句
に
摂
す
る
な
り
。『
論
』
第
四
冠
四

丁
右
見
る
べ
し
。
唯
蘊
無
我
と
説
く
、
是
れ
則
ち
諸
部
の
小
乗
の
精
要
を
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抽
し
て
唯
蘊
無
我
と
説
き
た
も
う
、
故
に
義
と
し
て
一
部
声
聞
教
、
皆
な
此
の
句
を
摂
尽
す
。
然
り
と
雖
も
人

空
法
有
の
義
は
正
し
く
二
十
部
の
中
の
有
部
に
当
る
。
余
の
十
九
部
の
中
に
人
法
二
空
の
宗
計
多
け
れ
ど
も
、

皆
な
是
れ
折
空
に
し
て
諸
法
即
空
の
旨
を
了
せ
ず
。
故
に
尅
論
す
る
時
は
二
十
部
、
併
ら
人
空
法
有
の
法
門
に

落
在
す
、
故
に
悉
く
摂
等
と
云
う
な
り
。『
開
宗
記
』
第
三
十
五

右

に
問
答
有
り
、
見
る
べ
し
。
第
五
住
心
抜
業
因

種
心
は
、
列
名
釈
に
云
う
、「
身
に
十
二
を
修
し
、
無
明
の
種
を
抜
く
、
業
生
已
に
除
い
て
、
無
言
に
果
を
得
る
」

と
文
。
此
の
得
名
は
『
大
日
経
』
に
、抜
業
煩
悩
株
杭
無
明
種
子
生
十
二
因
縁
と
説
く
文
に
依
り
た
も
う
。『
広

論
』
五
冠
注
十

二
丁

に
云
う
、「
業
と
は
悪
業
、
因
は
即
ち
十
二
因
縁
、
種
は
無
明
種
子
」
と
文
。
是
れ
則
ち
縁
覚
所

断
の
初
劫
、
三
種
三
妄
の
中
の
第
三
重
の
三
妄
執
な
り
。
修
身
十
二
と
は
、
能
観
を
挙
ぐ
。
十
二
因
縁
生
滅
流

転
の
相
を
我
身
に
約
し
て
之
を
修
観
す
る
な
り
。
無
明
抜
種
と
は
、
応
に
正
し
く
無
明
の
種
を
抜
く
と
言
う
べ

し
。
而
今
、
翻
倒
の
句
法
に
〇
な
り
。
故
に
大
意
、
此
の
釈
に
は
、
因
縁
、
身
を
修
し
空
智
種
を
抜
く
と
文
。

或
い
は
云
う
、
凡
そ
十
二
因
縁
は
、
一
切
の
独
覚
の
修
観
に
通
ず
。
謂
く
麟
角
の
喩
は
、
初
発
心
の
時
に
必
ず

十
二
因
縁
を
観
ず
。
若
し
本
性
部
行
は
、
始
中
終
に
之
を
観
ず
る
故
に
、
拠
実
通
論
せ
ば
、
是
の
如
し
。
若
し

惣
相
に
就
か
ば
、
唯
だ
是
れ
部
行
の
修
観
な
り
云
々
（
因
に
云
う
、『
広
論
冠
注
』
初丁
に
縁
覚
の
種
類
具
に
弁
ず
、

見
る
べ
し
）。
今
言
う
所
の
十
二
因
縁
も
、亦
復
斯
く
の
如
く
な
ら
ん
。
始
め
無
明
よ
り
終
り
老
死
に
至
る
ま
で
、

皆
な
有
漏
依
身
に
就
い
て
縁
起
の
相
を
観
ず
る
故
に
修
身
と
云
う
。
又
色
受
想
行
識
の
五
蘊
聚
集
し
て
人
体
を

成
ず
る
故
に
身
と
云
う
。
且
く
十
二
支
の
名
義
を
釈
さ
ば
、『
法
界
次
第
』
中
廿
八

右

に
云
く
、「
通
じ
て
因
縁
と

称
す
る
こ
と
は
、
是
の
十
二
法
展
転
し
て
能
く
果
を
感
ず
る
故
に
因
と
名
く
。
互
相
に
由
藉
し
て
而
有
な
り
、

之
を
縁
と
謂
う
な
り
。
因
縁
相
続
す
る
と
き
は
、
則
ち
生
老
往
還
し
て
、
際
無
し
。
若
し
無
明
を
知
り
、
有
を

起
取
せ
ざ
れ
ば
、
則
ち
三
界
二
十
五
有
の
生
死
、
皆
な
息
む
、
是
れ
を
出
世
の
要
術
と
な
す
」
と
文
。
種
子
を

解
す
る
に
、『
快
』
十
一
の
二
十
丁

左

に
、
二
義
有
り
。
初
義
は
、
不
可
な
り
。
後
の
義
、
習
気
と
名
く
可
な
り
。
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447/1

『
大
正
』
一
八
・
九
・
ｃ

『
定
弘
大
全
』
三
・
一
四
五

447/2

浄
影
寺　

慧
遠

（
三
三
四
～
四
一
六
）

『
定
弘
大
全
』
三
・
一
四
四

『
定
弘
大
全
』
三
・
一
四
七

種
子
を
習
気
と
名
く
、
料
簡
區
な
り
。
然
る
に
、
今
此
の
種
子
は
、
現
種
相
対
之
種
子
に
非
ず
。
株
杌
の
対
句

を
成
ぜ
ん
が
為
に
、
此
の
喩
を
挙
ぐ
。
是
の
故
に
種
子
と
云
い
て
習
気
と
云
は
ざ
る
な
り
。
ま
た
所
生
の
十
二

因
縁
に
応
ぜ
ん
が
た
め
に
、
能
生
の
辺
に
種
子
の
名
を
立
つ
る
な
り
。
若
し
爾
ら
ば
、
是
の
如
く
の
両
意
有
り

て
習
気
を
種
子
と
呼
ぶ
な
ら
ん
か
。
業
生
已
除
と
は
、
或
が
云
く
、
此
の
一
句
は
無
明
抜
種
の
句
を
述
べ
明
か

す
な
り
。
何
を
以
の
故
に
、
無
明
の
抜
種
の
み
に
非
ず
。
業
と
生
と
已
に
除
い
て
残
す
る
こ
と
無
き
故
に
、
無

言
説
の
三
昧
を
証
す
為

　

言
。
已
除
の
言
、
既
に
決
定
し
て
、
已
前
の
句
に
断
悪
有
る
こ
と
を
示
す
。
語
勢
分
明

の
故
に
、
此
の
二
句
は
標
名
の
抜
業
因
種
の
釈
に
当
る
な
り
。
生
は
是
れ
因
の
義
な
り
。
第
三
の
一
句
は
、「
具

縁
品
の
経
」
に
依
っ
て
、諸
鈔
に
引
く
が
如
し
。
無
言
得
果
と
は
、其
の
証
果
を
示
す
。
此
の
文
は
、「
具
縁
品
」

第
二
に
、
五
種
の
三
昧
道
を
説
く
中
の
縁
覚
の
三
昧
の
道
の
文
な
り
。
縁
覚
は
無
言
説
の
三
昧
に
住
す
る
を
至

極
の
果
を
な
す
故
に
、
第
七
の
『
疏
』
に
、
住
無
言
説
法
不
転
の
文
を
釈
し
て
云
う
、「
不
転
と
は
、
此
の
第

一
義
に
住
す
る
時
住
無
説

法
の
位
、
声
字
有
る
こ
と
無
き
故
に
転
じ
て
人
に
授
く
べ
か
ら
ず
転
は
説

な
り

。」
又
『
宝
鑰
』
下
の

文
に
、「
三
昧
を
無
言
に
証
す
」
と
文
。
亦
説
法
無
く
し
て
人
を
化
す
、
神
通
の
み
を
現
ず
る
こ
と
を
。『
大
乗

義
章
』
十
七
未
三
十

三
左
に
具
に
明
か
す
、
見
る
べ
し
。
ま
た
縁
覚
は
諸
経
論
中
に
於
て
隠
顕
・
出
没
不
定
な
り
。

或
は
声
聞
を
合
し
て
一
と
な
す
。『
瑜
伽
』
廿
八
七丁
、『
摂
論
』
一
世
親　

三
ノ
左
、
及
び
『
荘
厳
論
』
四
五左
等
の
如
し
。
或

は
開
い
て
二
乗
を
説
く
。『
大
日
経
』
并
に
『
菩
提
心
論
』、
宗
家
広
畧
二
論
な
り
。
若
し
細
に
之
を
論
ぜ
ば
、

則
ち
七
異
三
同
有
り
。『
法
花
玄
義
』
五
四
十

七
丁
に
之
を
明
か
す
。「
天
台
文
句
」
七
二
十

二
丁
は
六
同
十
別
な
り
。『
探
玄
』

十
一
四
十

五
丁
、『
地
論
』
四
十
三

丁

に
依
り
三
同
二
異
。
浄
影
は
五
同
六
異
『
大
義
章
』
十
七
未
二
十

八
丁
。
今
章
は
声
縁
同

に
約
し
て
之
を
明
か
す
。
火
宅
の
薪
を
知
る
と
は
、
二
心
に
通
ず
、
法
花
門
外
の
三
車
の
意
を
踏
ん
で
句
を

作
る
な
り
。『
宝
鑰
』
中
二
十

三
左
の
頌
文
に
云
う
、「
人
空
無
漏
の
火
、
智
を
滅
し
身
心
を
殄
く
す
」
と
文
。
是
れ

声
聞
の
無
余
涅
槃
・
灰
身
滅
智
な
り
。
ま
た
同
中
二
十

五
左
の
頌
文
に
云
う
、「
業
と
煩
悩
と
及
び
種
子
を
抜
き
、
灰
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『
大
正
』
三
二
・
五
七
三
・
ａ

447/3

『
定
弘
大
全
』
三
・
一
四
四

『
定
弘
大
全
』
三
・
一
四
七

『
大
正
』
三
二
・
五
七
三
・
ａ

447/4

『
定
弘
大
全
』
三
・
一
四
九

『
大
正
』
二
六
・
四
一
ａ

『
定
弘
大
全
』
三
・
一
七
五

身
滅
智
し
て
虚
空
の
如
し
」
と
文
。
第
五
の
無
余
涅
槃
・
灰
身
滅
智
な
り
。『
菩
提
心
論
』
に
云
う
、「
久
〻
に

果
位
を
成
じ
、
灰
身
滅
智
を
以
て
其
の
涅
槃
を
越
え
て
太
虚
の
如
く
湛
然
常
寂
す
」
と
文
。
此
等
の
文
に
依
っ

て
二
乗
の
依
身
は
、
三
界
受
苦
薪
な
る
故
に
、
火
宅
の
苦
を
受
く
。
故
に
無
漏
の
智
火
を
起
こ
し
、
灰
身
滅
智

す
。
若
し
爾
ら
ば
今
章
の
火
宅
の
火
は
、
有
漏
の
火
な
る
か
、
考
る
べ
し
。
ま
た
今
、
二
乗
は
定
性
・
不
定
性

か
、
分
明
な
ら
ざ
れ
ど
も
定
・
不
定
に
通
ず
る
か
。
声
縁
の
室
に
眠
る
と
は
、
第
四
頌
文
に
云
う
、「
儻
如
来

の
警
に
遇
う
て
心
を
菩
薩
の
寛
に
廻
ら
す
」
と
文
。
此
の
文
に
、
室
に
眠
る
義
、
こ
れ
無
し
。
但
し
、
義
に
之

を
含
む
か
。
第
五
頌
文
に
云
う
、「
湛
然
と
し
て
久
し
く
三
昧
に
酔
臥
せ
り
。
驚
を
蒙
っ
て
一
如
の
宮
に
廻
心
す
」

と
文
。
此
の
文
、
人
空
理
に
眠
る
義
分
明
な
り
。
今
、
室
と
は
人
空
理
な
り
。
四
・
五
の
住
心
、
俱
に
人
空
・

生
空
の
理
を
訳
す
る
故
に
。
此
の
三
同
の
中
、
第
一
な
る
が
故
に
、
声
・
縁
の
空
に
眠
る
と
い
う
。
但
し
今
章

は
、
驚
愕
廻
心
の
義
無
し
、
是
れ
ま
た
其
の
義
を
含
む
故
に
、
次
に
生
空
の
理
に
味
着
す
る
こ
と
勿
れ
と
云

う
な
り
。実
の
如
く
二
乗
の
小
滅
を
知
る
と
は
、滅
と
は
寂
滅
涅
槃
な
り
。大
乗
に
対
し
て
小
と
云
う
な
り
。『
菩

提
心
論
』
に
云
う
、「
定
性
有
る
者
は
、
発
生
す
べ
き
こ
と
難
し
。
要
ず
劫
限
等
の
満
を
待
っ
て
方
に
乃
ち
発

生
す
。
若
し
不
定
性
の
者
は
、
劫
限
を
論
ず
る
こ
と
無
し
。
縁
に
遇
え
ば
便
ち
廻
心
向
大
す
。
化
城
従
り
起
て

三
界
を
超
え
た
り
と
以
為
へ
り
。
謂
く
宿
し
仏
を
信
ぜ
ん
が
故
に
、
乃
し
諸
仏
菩
薩
の
加
持
力
を
蒙
っ
て
、
而

し
て
方
便
を
以
て
遂
に
大
心
を
発
す
。
乃
し
初
め
十
信
よ
り
、
下
も
遍
く
諸
仏
を
歴
て
三
無
数
劫
を
経
て
、
難

行
苦
行
し
て
然
し
て
成
仏
す
る
こ
と
を
得
。
既
に
知
ん
ぬ
、
声
聞
縁
覚
は
智
恵
狭
劣
な
り
、
ま
た
楽
し
む
べ
か

ら
ず
」
と
文
。
此
の
文
を
以
て
二
乗
小
滅
を
知
る
、意
知
る
べ
し
。
ま
た
『
宝
鑰
』
中
二
十

七
丁
に
『
十
住
毘
婆
沙
論
』

を
引
証
し
弁
ず
。
生
空
の
理
と
は
、
生
空
三
昧
の
理
な
り
。
即
ち
人
空
観
な
り
。
定
相
応
の
恵
、
能
く
断
惑

す
る
故
に
三
昧
と
云
う
。
此
の
三
昧
の
理
は
、
即
ち
人
空
な
り
。
味
着
す
る
こ
と
な
か
れ
と
は
、
此
に
於
て

驚
覚
廻
心
の
義
を
顕
す
か
。
他
縁
の
廃
詮
は
等
と
は
、
以
下
六
・
七
住
心
な
り
。『
宝
鑰
』
の
列
名
釈
に
云
う
、
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『
定
弘
大
全
』
三
・
八
六

「
第
六
他
縁
大
乗
心
等
以
下
は
大
乗
な
り
。
中
に
於
て
此
の
住
心
は
、
大
乗
の
初
門
な
る
故
に
殊
更
に
此
の
名

を
得
る
。
是
れ
則
ち
小
乗
に
簡
と
な
す
な
り
。
三
劫
に
約
す
る
第
二
劫
な
り
。
此
の
立
名
は
本
経
の
「
復
次
大

乗
行
発
無
縁
心
法
無
我
性
」
の
文
に
依
り
た
も
う
。
第
二
『
疏
』
に
云
う
、「
梵
音
の
莾
鉢
羅
は
、是
れ
無
の
義
、

ま
た
是
れ
他
の
義
な
り
」
と
。
今
は
他
を
挙
げ
て
以
て
無
を
兼
ね
る
。
蓋
し
是
れ
主
名
は
利
他
を
以
て
菩
薩
の

本
行
と
な
す
旨
を
顕
さ
ん
が
為
の
故
に
」、
下
の
章
の
釈
段
に
云
う
、「
法
界
の
有
情
を
縁
ず
る
他
縁
な
り
。
声

独
の
羊
鹿
に
簡
て
の
故
に
大
の
名
あ
り
」
と
文
。
応
に
知
る
べ
し
、
他
縁
大
乗
の
主
名
は
、
他
に
約
す
る
こ
と

を
。
無
縁
等
、
初
の
二
句
は
化
他
、
後
の
二
句
は
自
証
。
初
の
句
を
解
す
る
に
二
義
有
り
、
後
の
義
可
な
り
。

意
は
怨
親
平
等
の
悲
を
起
こ
し
て
法
界
の
有
情
を
縁
ず
る
義
な
り
。
是
れ
則
ち
他
縁
の
釈
名
に
当
た
る
な
り
。

大
悲
初
発
と
は
、
快
公
の
云
う
、「
大
悲
初
起
と
は
、
大
乗
の
義
な
り
。
或
が
云
う
、
此
の
一
句
、
正
し
く
小

乗
の
慈
悲
の
義
有
る
に
対
し
、
彼
は
小
悲
に
し
て
大
悲
に
非
ず
、
故
に
彼
に
簡
て
大
悲
初
起
と
云
う
」。『
仏
地

論
』
第
五
十左
に
云
う
、「
普
く
一
切
有
情
に
於
て
諸
法
無
我
・
真
如
平
等
の
性
転
じ
、
恒
常
に
現
行
し
、
一
切

を
救
度
す
。
故
に
大
悲
と
名
け
、
声
聞
等
の
少
分
を
楽
と
な
し
、
行
転
の
能
く
一
切
有
情
を
済
度
す
る
こ
と
能

は
ざ
る
が
如
し
」
と
文
。
今
は
此
の
意
な
り
。
劫
影
観
心
と
は
、
八
喩
の
中
の
二
を
挙
ぐ
。
余
の
六
を
顕
す
。

是
れ
則
ち
依
地
の
非
有
似
有
の
義
を
観
ず
。
小
乗
の
実
有
の
法
報
を
離
る
法
無
我
な
り
。
是
の
如
く
観
成
熟
す

る
時
に
、
三
界
は
唯
心
な
り
と
覚
知
す
る
故
に
、
小
乗
の
心
外
実
有
の
報
を
拂
捨
す
る
な
り
。
是
を
唯
識
遮
境

と
云
う
な
り
。
此
の
遮
境
に
、『
快
』
上
二
十
四

右

に
、
三
義
有
る
中
の
第
三
義
に
云
う
、
五
重
唯
識
の
不
同
有
り

と
雖
も
、
皆
な
境
を
遣
る
の
上
の
義
門
な
る
故
に
、
通
惣
し
て
今
は
違
境
と
云
う
。
五
重
観
は
『
竹
』
に
『
心

経
幽
賛
』
を
引
く
、
ま
た
『
広
論
』
第
六
七
十

五
丁
に
、『
義
林
章
』
を
引
く
、
見
る
べ
し
。
廃
詮
と
は
、
此
れ
ま
た

短
舌
に
し
て
通
じ
難
し
。『
義
林
』
第
二
、『
瑜
伽
』
六
十
四
、『
唯
識
』
第
九
に
、
世
俗
諦
・
勝
義
諦
に
於
て

各
の
四
の
名
有
り
。
勝
義
諦
の
四
の
名
の
中
に
、第
四
を
勝
義
勝
義
諦
と
名
く
。
ま
た
は
廃
詮
談
旨
諦
と
名
く
。



隆瑜撰『五輪九字明秘密釈拾要記』の研究（五）

− 21 −

448/3

元
瑜
『
二
教
論
講
翼
』

448/4

『
大
正
』
三
二
・
五
七
三
ｂ

『
広
論
』
第
六
冠
九
十

三
丁
右
に
之
を
引
く
。『
二
教
論
』
上
十
五

右

に
之
を
出
す
。
廃
詮
談
旨
は
、
円
成
実
性
に
し
て
自
性
に

約
し
、
体
妙
離
言
を
勝
義
と
云
う
。
唯
し
真
に
し
て
俗
に
非
ず
、
正
体
智
の
境
の
故
に
応
に
詮
談
の
旨
と
訓
す

べ
し
。『
義
林
』
に
云
う
、「
勝
義
勝
義
と
は
体
妙
に
し
て
言
を
離
れ
逈
に
衆
法
を
超
す
る
を
」。
解
し
て
云
う
、

体
妙
等
と
は
、
此
は
真
如
の
自
体
に
約
す
。
真
如
の
自
体
は
有
に
非
ず
、
非
空
に
し
て
而
も
一
真
法
界
中
一
実

の
境
界
な
り
。
故
に
嘆
じ
て
妙
と
云
う
。
妙
は
、
是
れ
不
思
議
の
義
な
り
。
不
思
議
の
故
に
言
詮
の
及
ぶ
所
に

非
ず
、
故
に
離
言
と
云
う
。
離
言
の
故
に
人
法
相
応
せ
ざ
る
な
り
。
人
法
相
応
せ
ざ
る
故
に
逈
に
衆
法
を
超
と

云
う
。
廃
詮
談
旨
と
は
、
此
は
第
四
勝
義
の
異
名
な
り
。
勝
義
の
第
三
は
、
二
空
の
詮
門
に
寄
っ
て
立
名
す
。

此
れ
は
是
れ
言
詮
を
廃
す
。
廃
詮
と
云
う
は
、
唯
一
真
如
の
故
に
詮
旨
と
云
う
。
即
ち
是
れ
詮
門
を
廃
し
て
、

一
実
の
旨
を
談
ず
る
故
に
義
な
り
。
元
瑜
『
二
教
論
講
翼
』
上
第
四
十
五

丁

に
具
に
之
を
弁
ず
、
見
る
べ
し
。
今

章
に
廃
詮
と
は
、
真
実
一
実
の
理
な
り
。
性
宗
以
上
、
一
切
衆
生
は
真
如
仏
性
を
具
す
。
故
に
皆
成
仏
の
人
と

な
す
。
然
る
に
法
相
宗
は
、
五
性
格
別
と
云
う
。
如
来
乗
性
と
及
び
不
定
性
の
二
乗
は
成
仏
し
、
定
性
声
聞
と

無
性
闡
提
と
は
不
成
仏
な
り
。
故
に
性
に
差
別
有
り
と
云
う
な
り
。
覚
心
の
不
生
等
は
、『
宝
鑰
』
の
列
名
釈

に
云
う
、
第
七
覚
不
生
等
、
此
は
三
論
宗
に
当
た
る
。
此
の
得
名
は
ま
た
本
経
の
心
主
自
在
覚
・
自
心
本
不
生

の
文
に
依
る
。
八
不
等
の
初
二
句
は
、
先
づ
八
不
の
観
門
。
後
の
二
句
は
、
覚
心
不
生
の
釈
に
当
た
る
。
絶
戯

等
と
は
、
能
所
断
相
対
に
し
て
不
生
不
滅
等
の
八
不
生
の
観
を
以
て
生
滅
等
の
戯
論
を
断
す
る
義
な
り
。
絶
戯

と
は
、『
中
論
疏
』
一
四
十

三
左
の
二
種
・
五
種
の
戯
論
な
り
。
謂
く
二
乗
及
び
菩
薩
の
有
所
得
心
な
り
。
八
不
戯
論

と
は
、
二
乗
の
戯
論
な
り
。
次
に
一
念
観
空
と
は
、
有
所
得
大
乗
の
戯
論
を
破
す
。
一
念
と
は
、
無
所
得
の
一

念
に
八
不
を
観
る
故
に
有
執
と
云
う
。
心
源
空
寂
と
は
、
謂
く
所
観
の
一
心
の
本
源
に
は
、
八
迷
の
戯
論
悉
く

皆
な
空
無
の
寂
滅
な
る
故
に
、心
源
空
寂
と
云
う
。此
れ
は
是
れ
第
一
の
句
に
対
す
。『
菩
提
心
論
』
四
丁

左

に
云
う
、

「
妄
若
し
息
む
時
は
心
源
空
寂
な
り
」
と
是
れ
な
り
。
無
相
安
楽
と
は
、
立
名
不
空
の
義
に
当
た
る
。
既
に
無
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449/1

吉
蔵
（
五
四
九
～
六
二
三
）

『
定
弘
大
全
』
二
・
二
四
三

『
定
弘
大
全
』
三
・
一
一
四

『
定
弘
大
全
』
三
・
八

449/2

所
得
の
観
に
依
っ
て
大
乗
菩
薩
の
有
所
得
の
心
を
離
る
。
故
に
徹
底
性
空
の
理
を
得
る
。
即
ち
是
れ
八
不
中
道

の
空
な
る
故
に
、
豈
に
無
相
安
楽
の
義
に
非
ざ
る
や
。
謂
は
ゆ
る
『
三
論
玄
義
』
第
三
十丁
に
、「
無
心
の
妙
恵

を
以
て
無
相
の
虚
寂
に
契
す
」
と
云
う
、
是
れ
な
り
。
因
に
云
う
、
三
論
教
派
の
中
、
此
の
住
心
は
、
嘉か

し
ょ
う祥

の

相
承
に
親
し
き
こ
と
、『
住
心
論
』
第
七
冠
註

初
丁
に
云
う
、
見
る
べ
し
。
ま
た
『
宝
鑰
』
大
意
の
序
に
云
う
、「
不

生
に
心
を
覚
る
」
等
と
は
、
不
生
と
は
、
八
不
の
随
一
な
り
。
蓋
し
不
生
の
言
に
即
す
れ
ば
八
不
寂
然
た
る
故

に
豈
に
不
生
に
局
ら
ん
や
。
も
し
ま
た
『
中
論
疏
』
二
之
十

三
左

に
云
う
、「
利
根
の
人
は
八
不
の
初
を
聞
い
て
、
即

ち
悟
れ
ば
重
説
を
須
い
ざ
る
を
云
う
」
に
准
ぜ
ば
、
今
の
此
の
文
も
利
根
の
人
に
約
し
て
唯
だ
不
生
と
い
う
の

み
か
。
覚
心
と
は
、
心
は
謂
く
自
性
清
浄
心
に
し
て
、
即
ち
仏
性
真
識
な
り
。
不
生
の
観
に
仕
て
、
本
来
不
生

の
心
地
を
知
見
す
る
故
に
覚
と
云
う
な
り
。
ま
た
此
の
一
句
は
第
六
住
心
の
無
性
に
迷
う
に
対
し
、
心
性
之
不

生
を
悟
る
之
義
あ
り
、
正
宗
に
対
し
て
知
る
べ
し
。
独
空
慮
絶
と
は
、
此
れ
は
是
れ
観
成
理
顕
の
故
に
証
理

の
功
を
嘆
ず
る
義
な
り
。
是
の
故
に
『
秘
鍵
』
に
は
、
此
の
位
を
賛
じ
て
「
独
空
畢
竟
の
理
、
義
用
最
も
幽
真
」

と
云
う
。『
畧
注
』
四
之
卅

七
左

に
、
一
義
に
解
し
て
云
う
、「
言
亡
慮
絶
の
絶
得
の
中
道
」
と
文
。
准
じ
て
之
を
按
ず
。

其
の
義
門
、
全
同
に
し
て
、
最
も
嘉
祥
大
師
宗
旨
に
応
ず
。『
中
論
御
疏
』
五
丁

左

に
云
う
、「
本
来
畢
竟
無
所
有

に
し
て
唯
だ
実
相
法
性
の
み
有
る
を
以
て
の
故
に
称
し
て
独
と
な
す
」。『
摂
大
乗
』
に
云
く
、「
真
如
独
り
存

す
と
、
ま
た
此
の
意
同
じ
。
問
う
、
何
が
故
に
此
れ
独
り
空
の
名
を
作
し
て
説
く
や
。
答
え
て
云
う
、
畢
竟
し

て
一
切
の
患
累
の
有
法
無
き
を
以
て
の
故
に
称
し
て
空
と
な
す
」。『
大
集
』
に
云
う
、「
不
可
説
の
故
に
相
貌

無
き
故
に
名
け
て
空
と
な
す
」
已

　

上
。
慮
絶
と
は
、
謂
く
心
行
処
滅
の
義
な
り
。
既
に
心
の
本
不
生
を
覚
知
す

る
故
に
言
亡
慮
絶
な
り
。
然
る
を
今
唯
だ
慮
絶
と
云
う
義
に
言
亡
を
顕
す
な
り
。『
三
論
玄
義
』
科
注
十

二
右

に
云
う
、

「
諸
法
実
相
と
は
、
言
亡
慮
絶
す
。
実
に
破
す
べ
か
ら
ず
」
と
文
。
ま
た
此
の
一
句
は
、
第
六
他
縁
之
境
智
を

阻
る
に
対
し
て
、
心
境
俱
空
の
義
を
明
か
す
故
に
、
独
空
慮
絶
と
云
う
か
。
第
六
は
、
所
証
真
如
無
為
理
の
故
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449/3

『
大
正
』
三
二
・
五
七
三
ｂ

449/4

『
大
正
』
三
二
・
五
七
三
ａ

『
定
弘
大
全
』
三
・
一
五
〇

『
定
弘
大
全
』
三
・
一
五
三

に
、
境
に
生
滅
無
く
、
能
証
智
は
有
為
、
生
滅
有
り
と
談
ず
。
境
知
不
二
有
無
平
等
を
知
ら
ざ
る
故
に
、
歎
と

云
う
な
り
。
今
章
に
、
独
空
慮
絶
を
知
る
べ
し
。
則
ち
一
心
等
と
は
、『
快
』
二
十
七

左

の
一
義
に
云
う
、「
隔
句

に
義
を
取
る
。
謂
く
心
の
不
生
を
覚
る
之
時
、
迷
動
の
相
を
離
る
る
故
に
一
心
寂
静
と
云
う
。
独
空
慮
絶
の
故

に
不
二
無
相
な
り
」
云

　

云
。
此
の
義
好
し
。
此
の
義
は
則
ち
字
、
上
の
二
句
の
由
を
述
ぶ
る
な
り
。
一
心
寂
静

と
は
、
八
迷
の
散
動
を
離
る
故
に
心
体
一
味
な
り
。『
菩
提
心
論
』
に
「
心
体
自
如
に
し
て
身
心
を
見
ず
。
寂

滅
平
等
究
竟
真
実
之
智
に
位
す
る
」
是
れ
な
り
。
不
二
無
相
と
は
、
不
二
と
は
『
中
論
疏
』
二
本
廿
三

左

に
、「
不

一
不
異
と
は
、
上
に
例
し
て
応
に
言
う
べ
し
。
俗
諦
を
以
て
の
故
に
一
に
非
ず
、
真
諦
を
以
て
の
故
に
異
な
ら

ず
。
俗
の
故
に
一
な
る
こ
と
無
く
、
異
な
る
と
雖
も
而
一
な
り
。
真
の
故
に
異
な
る
こ
と
無
く
、
一
な
り
と
雖

も
而
異
な
り
。
異
な
り
と
雖
も
而
一
な
る
が
故
に
異
に
滞
ら
ず
、
一
な
り
と
雖
も
而
も
異
な
る
が
故
に
、
一
に

着
せ
ず
不
一
不
異
な
る
を
名
け
て
中
道
と
な
す
」
と
い
う
。
是
れ
則
ち
不
二
の
義
な
り
。
此
の
宗
の
義
、
俗
諦

全
て
真
諦
に
非
ず
、
波
の
波
相
を
見
ず
、
是
れ
入
水
性
を
見
て
不
異
と
云
い
、
不
二
と
云
う
な
り
。

実
の
如
く
有
病
空
疾
を
知
る
と
は
、有
病
は
相
宗
な
り
。
心
外
境
境
を
遮
し
て
唯
識
と
云
う
、是
れ
有
病
な
り
。

諸
法
性
空
に
帰
し
て
不
異
と
云
う
、
不
二
と
云
う
、
是
れ
空
病
な
り
。
凡
そ
病
と
云
う
は
〇
な
り
、
疾
と
云
う
、

病
重
な
り
。『
字
書
』
を
尋
ね
る
べ
し
。
是
れ
六
七
の
浅
深
を
示
す
な
り
。
三
大
遠
路
を
出
る
等
と
は
、『
菩

提
心
論
』
に
云
う
、「
復
た
三
大
僧
祇
劫
を
経
て
六
度
万
行
を
修
し
、皆
な
悉
く
具
足
し
て
然
し
て
仏
果
を
證
す
」

と
文
。『
宝
鑰
』
下
初
丁

右

に
云
う
、「
是
に
於
て
芥
城
竭
し
還
り
て
満
つ
、巨
石
磷ひ

す
らい

で
復
生
ず
」
と
文
。
竭
と
は
、

一
劫
な
り
。
還
満
復
生
と
云
う
は
、
二
劫
・
三
劫
時
な
り
。
是
れ
三
大
劫
な
る
こ
と
を
示
す
。
磷
ぐ
と
は
、
薄

な
り
。
此
の
宗
の
意
は
、必
ず
三
無
数
劫
を
以
て
菩
薩
の
修
行
時
と
定
む
。
此
の
二
喩
は『
智
論
』
卅
八
之

十
四
丁
に
出
ず
。

巨
石
の
喩
は
『
瓔
珞
経
』
に
出
ず
、
共
に
『
竹
』
に
引
く
。『
述
記
』
九
未
十
九

左

を
見
る
べ
し
。
三
無
数
劫
の
事

は
『
心
経
幽
賛
』
云

　

云
見
る
べ
し
。『
宝
鑰
』
下
五左
第
七
住
心
釈
に
云
う
、「
階
級
の
無
階
な
れ
ば
一
念
の
成
覚
を



− 24 −

智山学報第七十輯

450/1

『
定
弘
大
全
』
二
・
五

『
定
弘
大
全
』
四
・
三
一

『
定
弘
大
全
』
三
・
七

吉
蔵
『
二
諦
章
』�

450/2

『
定
弘
大
全
』
三
・
一
五
六

礙
之
ず
、
一
念
の
念
に
三
大
を
経
て
自
行
を
勤
め
、
一
道
之
乗
に
三
駕
を
馳
せ
、
化
他
に
労
す
」
と
文
。
或
は

云
う
、
此
の
中
の
化
他
は
、
因
位
修
行
の
間
の
善
巧
方
便
の
故
に
、
果
後
化
他
の
方
便
に
非
ず
、
未
だ
実
の
大

悟
を
得
ざ
る
故
に
、
実
の
仏
果
円
満
の
覚
位
は
、
下
の
悲
唯
蘊
已
下
の
段
な
り
云

　

云
。
此
の
説
好
し
。
此
の
段
は
、

是
れ
理
性
前
に
し
て
、
是
の
如
く
談
ず
れ
ど
も
、
一
乗
教
と
異
な
り
、
事
に
歴
て
実
修
の
時
は
、
三
祇
を
経
る

な
り
。
之
に
依
っ
て
『
即
身
義
』
初
丁
の
間
に
異
義
有
り
。
法
相
三
論
を
以
て
三
僧
祇
と
な
す
治
定
な
り
。
ま

た
『
住
心
論
』
第
一
冠
注

九
左
に
云
う
、「
牛
羊
等
の
車
は
、
紆
曲
に
遂
っ
て
徐
く
進
ん
で
必
ず
三
大
僧
祇
を
経
る
」

と
文
。『
大
日
経
開
題
』
一
初右
に
云
う
、「
仏
花
法
花
之
牛
は
、
顕
関
に
啼
い
て
而
も
未
だ
入
ら
ず
。
羊
車
鹿
車

の
駕
は
、
険
路
に
疲
れ
て
数
〻
退
く
。
時
、
三
大
を
歴
て
其
の
道
懸
に
懇
な
り
。
位
、
五
位
を
尽
く
し
、
其
の

理
弥
高
し
」
と
文
。『
秘
鍵
』
に
云
う
、「
彼
の
教
に
依
る
人
の
智
無
量
な
り
、
智
の
無
量
に
依
っ
て
時
も
亦
多

し
、
三
生
・
三
劫
・
六
十
・
百
妄
執
の
差
別
、
是
れ
を
時
と
名
く
」
と
文
。
此
の
釈
は
三
劫
の
外
に
花
厳
三
生

を
挙
ぐ
。『
畧
注
』
三
十

四

に
は
、
三
劫
を
以
て
法
相
・
三
論
に
配
す
。
妄
執
の
中
に
〇
一
密
の
之
宗
有
り
。
以
て

知
ん
ぬ
。
一
乗
は
、
三
劫
成
仏
に
非
ず
矣
。『
戒
序
』
四左
、「
六
七
を
、
三
大
僧
祇
と
な
す
」。
一
念
等
は
、
念

劫
融
即
を
明
か
す
。
諸
章
の
『
二
諦
章
』
中
之
十

九
右

に
、「
三
論
宗
は
三
劫
成
仏
の
義
を
談
ず
と
は
、『
大
乗
玄
』
四

十
六

左

に
云
う
、「
三
大
阿
僧
祇
劫
に
、
此
の
大
恵
を
修
す
る
が
故
に
名
け
て
大
と
な
す
」
と
文
。
三
大
を
経
て
と

は
、『
勝
鬘
宝
窟
』
上
未
十
六

左

に
曰
く
、「
問
う
、
為は
た

直
に
三
大
阿
僧
祇
の
時
節
の
満
を
取
り
て
、
即
ち
仏
を
得

る
や
い
な
や
。
答
う
、
爾
か
ら
ず
。
若
し
直
に
時
節
を
数
え
ば
、
時
節
の
中
に
於
て
或
は
空
し
く
過
ぐ
べ
き
と

き
有
り
。
今
は
、
三
阿
僧
祇
念
〻
善
く
相
次
ぐ
を
取
り
て
阿
僧
祇
劫
善
満
を
取
て
方
に
仏
を
得
る
」
云

　

云
。
全

文
見
る
べ
し
。
ま
た
一
〻
解
釈
は
、
元
瑜
『
記
』
下
一
六
十

二
丁
見
る
べ
し
。
法
華
の
本
佛
は
猶
し
五
百
の
始
を
指
す

と
は
、
第
八
住
心
な
り
。
法
花
と
は
、『
宝
鑰
』
下
九左
に
云
う
、「
法
花
三
昧
に
入
り
性
徳
の
不
染
を
観
じ
、
白

毫
の
一
光
を
放
っ
て
修
成
の
遍
照
を
表
す
る
が
如
く
に
至
り
て
は
」
等
と
文
。
蓮
花
三
昧
と
は
、
亦
は
無
量
義
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定
弘
大
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一
五
七
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弘
大
全
』
二
・
三
〇
七

処
三
昧
と
名
く
。
序
品
に
云
く
、「
諸
の
菩
薩
の
た
め
に
大
乗
経
を
説
き
已
っ
て
結
跏
趺
坐
し
て
無
量
義
処
三

昧
に
入
り
、
身
心
動
ぜ
ず
」
已
上

畧
抄
。
今
、
蓮
花
三
昧
と
言
う
こ
と
『
玄
義
』
七
五
十

九
左
に
其
の
義
有
り
、「
言
く
、
今

蓮
花
の
称
は
、
是
れ
假
喩
に
非
ず
。
乃
是
、
法
花
の
法
門
な
り
。
法
花
の
法
門
、
清
浄
に
し
て
因
果
微
妙
な
り
。

此
の
法
門
を
名
け
て
蓮
花
と
な
す
。
即
ち
是
れ
法
花
三
昧
当
体
之
名
な
り
（
此
の
蓮
花
は
難
解
の
故
に
喩
を
取

る
）、
譬
喩
に
非
ざ
る
な
り
」
と
文
。
性
徳
と
は
、
謂
く
所
観
の
体
、
即
ち
性
具
の
三
千
な
り
。
十
界
各
々
に

百
界
を
具
す
。
百
界
各
々
に
十
如
を
具
し
て
千
如
な
り
。
此
の
千
如
を
三
種
世
間
に
具
す
れ
ば
三
千
な
り
。
此

の
三
千
の
諸
法
は
、
即
ち
行
者
一
念
の
妄
心
に
し
て
、
性
と
し
て
之
を
具
す
る
故
に
性
徳
と
云
う
。
此
の
徳
に

差
別
隔
歴
の
染
汗
の
相
無
き
が
故
に
、不
染
と
云
う
。
又
は
理
具
の
三
千
と
名
く
な
り
。
文
の
意
を
明
か
す
は
、

諸
法
元
よ
り
法
爾
の
性
徳
の
故
に
染
汗
す
べ
き
こ
と
無
し
。即
ち
是
れ
一
道
清
浄
妙
蓮
不
染
の
体
な
れ
ば
な
り
。

本
仏
と
は
、『
宝
鑰
』
に
云
う
、「
指
本
遮
末
し
て
成
覚
の
久
遠
を
談
じ
」
と
文
。『
玄
義
』
に
、
謂
は
ゆ
る
拂

迹
顕
本
の
意
な
り
。
本
は
謂
く
本
門
、
未
は
謂
く
迹
門
な
り
。
爾
前
よ
り
法
花
迹
門
に
至
る
ま
で
皆
な
今
日
始

成
の
如
来
と
説
く
。
此
の
経
の
本
門
に
至
る
久
遠
実
成
の
仏
な
り
と
演
る
故
な
り
。『
寿
量
品
』
に
云
う
、「
一

切
世
間
の
天
人
及
び
阿
修
羅
は
、
皆
な
今
の
釈
迦
牟
尼
仏
、
釈
氏
の
宮
を
出
で
て
伽
耶
城
を
去
る
こ
と
遠
か
ら

ず
、
道
場
に
坐
し
て
阿
褥
菩
提
を
得
る
と
謂
え
り
。
然
る
に
善
男
子
、
我
実
に
成
仏
し
て
よ
り
已
来
無
量
無
辺

百
千
万
億
那
由
他
劫
な
り
」
と
文
。
五
百
の
始
と
は
、
五
百
塵
點
劫
な
り
。
又
『
宝
鑰
』
に
云
う
、「
等
覚
の

弥
勒
は
、
子
の
年
の
父
に
過
ぎ
た
る
を
恠あ

や

し
む
」
と
文
。
弥
勒
、
之
を
怪
し
む
。
此
れ
は
是
れ
五
百
塵
點
の
実

の
久
遠
実
成
の
如
来
な
る
を
顕
は
さ
ん
が
為
に
、
此
の
相
を
現
ず
る
な
り
。
具
に
は
元
喩
『
記
』
下
第
二
二
十
丁

已
下

に
之
を
弁
ず
、
見
る
べ
し
。
繁
を
恐
れ
て
述
べ
ず
。
ま
た
今
、
八
・
九
二
心
を
以
て
分
の
如
実
知
自
心
と
云
う
。

此
は
是
れ
『
広
論
』
第
十
初左
に
、「
如
実
知
自
心
の
一
句
に
無
量
の
義
を
含
む
。
竪
に
は
十
重
浅
深
を
顕
す
解

釈
に
准
ず
。
之
に
依
っ
て
如
実
知
自
心
の
句
は
十
住
心
に
通
ず
る
に
似
る
。
然
る
に
第
八
心
に
三
名
を
出
す
。



− 26 −

智山学報第七十輯

451/1

『
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『
定
弘
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二
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七
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定
弘
大
全
』
三
・
八
三

451/3

中
は
亦
名
け
て
如
実
知
自
心
と
名
く
」
と
文
。
此
の
句
を
以
て
別
に
当
住
心
の
別
名
と
す
る
こ
と
不
審
な
り
。

之
に
就
い
て
古
徳
の
会
釈
區
な
り
。
且
く
言
う
所
の
十
重
浅
深
之
中
に
前
九
住
心
は
唯
だ
是
れ
浅
畧
遮
情
分
〻

こ
の
如
実
知
自
心
な
り
。
故
に
彼
の
首
端
に
云
う
、「
秘
密
荘
厳
心
と
は
、
即
ち
是
れ
究
竟
し
て
自
心
之
源
底

を
覚
知
す
」
と
文
。
但
し
如
実
知
自
心
を
第
八
の
別
名
と
な
す
は
、
蓋
し
浅
畧
九
重
中
に
所
摂
の
法
花
・
涅
槃

に
於
て
此
の
法
義
を
説
く
こ
と
、
最
も
増
勝
な
る
が
故
に
、
謂
ゆ
る
惣
即
別
名
義
門
な
ら
ん
。
又
云
う
、
仏
因

の
句
を
説
い
て
如
実
知
自
心
乃
至
無
相
虚
空
相
、
非
有
非
空
等
と
云
う
こ
と
は
、
双
に
顕
密
遮
情
の
真
理
を
含

む
。
故
に
『
疏
』
第
三
廿
二

丁

に
謂
う
、
四
心
を
明
か
す
文
あ
り
、
惣
標
の
如
実
知
自
心
を
以
て
唯
蘊
・
極
無
等

の
所
寄
斉
の
名
と
同
じ
く
、
自
所
流
傳
の
契
こ
れ
を
経
て
能
摂
の
名
と
す
。
宗
家
は
亦
た
別
説
の
無
相
相
虚
空

等
の
諸
文
を
以
て
、
法
身
真
如
と
明
か
す
等
と
判
し
た
も
う
こ
と
明
ら
か
な
り
。
経
の
文
を
見
る
に
、
所
寄
斉

の
法
門
を
含
む
こ
と
を
（
法
花
・
涅
槃
は
広
く
真
如
無
為
之
理
を
説
き
、
住
心
品
の
中
に
は
畧
し
て
如
実
知
自

心
等
を
説
き
た
も
う
。
不
同
な
る
而
巳
）。
是
れ
則
ち
浄
菩
提
心
を
偏
に
能
寄
斉
の
名
と
す
る
と
同
ぜ
ず
と
文
。

今
は
、
此
の
意
か
。
ま
た
正
名
、
一
道
無
為
等
は
、
元
瑜
『
記
』
下
第
二
初丁
以
下
・
具
に
之
を
弁
ず
。
之
を
略
す
。

知
る
べ
し
。
ま
た
此
の
住
心
は
境
智
を
融
し
、
知
見
心
性
を
至
極
と
な
す
。『
宝
鑰
』
下
十
丁

已
下
、
元
瑜
は
具
に
記
す
、
見

る
べ
し
。
華
厳
の
果
佛
は
亦
不
談
の
説
に
留
ま
る
と
は
、『
二
教
論
』
上
九左
の
『
五
教
章
』
に
云
う
、「
別
教
、

此
れ
は
是
れ
性
海
果
分
、
不
可
説
の
義
に
当
た
れ
り
。
何
を
以
て
の
故
に
、
教
と
相
応
せ
ざ
る
が
故
に
、
即
ち

十
仏
の
自
境
界
な
り
。
故
に
『
地
論
』
に
、
因
分
可
説
・
果
分
不
可
説
と
云
う
は
是
れ
な
り
。
二
に
縁
起
因
分
、

即
ち
普
賢
の
境
界
な
り
」
と
文
。
果
分
不
可
説
の
位
は
、
即
ち
仏
果
十
仏
所
知
所
証
の
境
界
な
り
。
因
人
の
所

知
に
非
ず
。
故
に
機
と
相
応
せ
ず
。
故
に
何
ん
と
な
ら
ば
、
理
は
円
に
し
て
、
言
は
偏
な
る
故
に
。
縁
起
の
因

分
は
、
五
十
一
位
、
六
相
・
十
玄
等
の
所
説
の
一
切
の
法
門
、
皆
な
之
に
摂
す
、
華
厳
当
分
な
り
。『
同
』
十
二

丁

の
御
喩
に
云
う
、「
喩
し
て
曰
う
、『
十
地
論
』
及
び
『
五
教
』
の
性
海
不
可
説
の
文
と
、
彼
の
竜
猛
菩
薩
の
不
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二
摩
訶
衍
の
円
〻
海
不
可
説
の
言
と
、
遥
か
に
会
へ
り
。
謂
ゆ
る
因
分
可
説
と
は
顕
教
の
分
斉
な
り
。
果
性
不

可
説
と
は
即
ち
是
れ
密
蔵
の
本
分
な
り
。
何
を
以
て
知
る
と
な
ら
ば
、『
金
剛
頂
』
に
分
明
に
説
く
が
故
に
有

智
の
者
、
審
ら
か
に
之
を
思
え
」
と
文
。
上
三
丁

右

に
具
に
二
ヶ
心
を
弁
ず
。
但
し
横
門
遮
論
之
日
。
八
九
絶
離

は
浅
深
を
見
ず
。
竪
門
細
論
の
日
は
、
華
厳
の
不
可
説
と
、
台
家
の
絶
離
と
大
い
に
別
な
り
。
今
、
横
門
に
約

せ
ば
、
八
九
俱
に
分
の
如
実
知
自
心
と
云
う
な
り
。
此
の
二
ヶ
心
は
、
正
宗
に
於
て
委
釈
有
れ
ど
も
、
今
は
列

名
の
釈
に
依
り
、
畧
し
て
之
を
弁
ず
。
如
実
一
道
と
は
、
如
実
は
、
謂
く
真
如
実
相
。
一
道
は
、
即
ち
一
実

中
道
の
義
な
り
。
意
は
実
の
如
く
自
心
を
知
る
一
実
の
中
道
の
義
の
故
に
、
浄
菩
提
心
観
の
注
意
を
以
て
此
の

得
名
有
る
な
り
。
一
如
本
浄
等
、
初
の
二
句
は
、
所
観
の
法
体
を
挙
げ
、
其
の
中
の
初
の
一
句
は
如
実
を
釈
し
、

次
の
句
は
一
道
を
解
す
。
一
如
本
浄
と
は
、
迷
悟
染
浄
、
平
等
一
味
に
し
て
本
来
清
浄
な
り
。『
妙
句
』
第
七

之
上
一
四
十

二
丁
に
云
う
、「
謂
ゆ
る
衆
生
の
如
と
仏
の
如
と
一
如
に
し
て
二
如
無
し
」
と
い
う
是
れ
な
り
。
境
智
俱

融
と
は
、
一
道
を
釈
し
て
、
能
観
智
・
所
観
理
、
俱
に
融
会
不
二
す
る
は
、
豈
に
一
道
の
義
に
非
ざ
る
や
。
此

の
宗
の
意
は
、
能
所
観
俱
に
中
道
を
以
て
す
る
故
に
能
観
の
智
無
相
な
れ
ば
、
所
観
の
境
も
亦
無
相
な
り
。
故

に
智
の
外
に
別
の
境
無
し
。
境
の
外
に
別
の
智
無
し
。
故
に
一
味
平
等
に
し
て
不
二
冥
一
な
る
は
、
即
ち
是
れ

中
道
の
義
に
し
て
、
即
ち
一
道
の
義
な
り
。
謂
は
ゆ
る
境
即
智
、
智
即
境
、
境
智
即
般
若
波
羅
蜜
と
云
う
是
な

り
。
知
此
心
性
と
は
、
上
は
如
実
一
道
之
体
を
釈
し
、
此
は
修
行
に
依
っ
て
如
実
一
道
の
理
を
得
る
こ
と
を
明

か
す
。
故
に
知
之
等
と
云
う
。
謂
く
境
智
不
二
の
旨
を
知
る
。
是
れ
如
実
知
自
心
の
義
な
り
。
心
性
と
は
、『
妙

玄
』
二
之
二
二丁
に
云
う
、「
心
仏
及
び
衆
生
是
れ
三
に
差
別
無
し
と
は
、
但
だ
自
ら
己
心
を
観
ず
れ
ば
、
則
ち

易
と
な
す
」
と
文
。
号
曰
遮
那
と
は
、
是
の
句
は
、
能
知
の
人
を
挙
ぐ
。
是
れ
下
章
に
謂
は
ゆ
る
此
の
理
を
証

す
る
仏
を
、
亦
た
常
寂
光
土
の
毘
盧
遮
那
と
云
う
是
れ
な
り
。
第
九
極
無
自
性
等
、
此
の
住
心
は
常
途
に
約
さ

ば
華
厳
宗
な
り
。
此
の
立
名
は
『
経
』
一
十右
に「
離
有
為
無
為
〇
極
無
自
性
心
生
ず
」と
い
う
文
に
依
り
た
も
う
。
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立
名
に
就
い
て
『
快
』
上
三
十
八

左

に
、
二
義
有
り
。「
一
に
は
極
無
自
性
の
義
を
談
ず
る
故
に
住
心
の
得
名
と
な

す
な
り
、
此
の
時
は
法
界
極
理
の
自
性
を
守
ら
ざ
る
故
に
法
界
縁
起
を
成
ず
る
義
な
り
。
一
に
云
う
、
極
と
は

第
八
の
住
心
の
極
理
を
指
す
。
彼
の
住
心
の
極
位
に
密
仏
の
驚
覚
を
蒙
り
、
極
は
自
性
無
く
後
位
に
進
む
の
位

を
、
第
九
の
住
心
と
な
す
故
に
、
極
無
自
性
心
と
云
う
な
り
。
或
は
云
う
、
初
の
義
は
当
住
心
の
常
談
、
次
の

義
は
第
八
驚
覚
の
義
に
約
す
故
に
、
今
住
釈
の
意
に
非
ず
。
今
は
第
九
の
当
分
に
於
て
立
名
有
る
故
に
、
随
っ

て
驚
覚
も
第
九
の
当
位
に
在
る
な
り
。
水
無
自
性
等
、
こ
の
中
の
初
の
二
句
は
、
喩
も
挙
げ
て
名
義
を
釈
し
、

後
の
二
句
は
、法
に
約
し
名
を
釈
す
。
法
界
非
極
は
極
無
自
性
の
義
の
故
に
。
此
れ
亦
『
快
』
十
八

左

に
三
義
有
り
。

初
の
二
義
は
第
八
驚
覚
と
な
し
、
第
三
義
は
当
住
心
の
当
分
を
以
て
所
驚
覚
と
な
す
。
或
は
云
う
、
家
家
二
ヶ

の
住
心
に
於
て
驚
覚
の
義
を
談
じ
た
も
う
、
二
の
意
有
り
、
何
ん
と
は
、
一
人
転
昇
の
次
位
に
約
す
れ
ば
、
第

八
は
驚
覚
に
し
て
、
而
も
後
位
之
位
を
進
め
て
第
九
を
取
る
。
若
し
又
極
無
心
を
常
途
花
厳
の
一
宗
に
約
す
る

時
は
、
彼
の
至
極
を
驚
覚
し
て
後
位
を
知
ら
し
む
る
は
、
是
れ
極
無
当
分
に
於
て
驚
覚
を
存
す
る
義
な
り
。
是

の
故
に
宗
家
に
此
の
二
途
の
判
釈
有
る
か
。
今
、
第
九
驚
覚
の
義
を
以
て
文
を
解
す
に
、
水
無
自
性
と
は
、
当

住
心
の
諸
法
極
無
自
性
に
喩
う
。
遇
風
即
波
と
は
、驚
覚
は
縁
に
遇
う
て
進
む
心
品
に
喩
う
。
法
界
非
極
等
は
、

法
喩
と
知
る
べ
し
。
花
厳
は
法
界
を
以
て
宗
と
す
る
故
に
。『
探
玄
』
第
二
卅
四

左

に
、「
法
界
縁
起
は
遮
那
風
神

の
力
な
り
」
と
文
。
同
第
一
四
十

六
丁
、『
教
章
』
上
初丁
見
る
べ
し
。
五
相
五
智
之
秘
密
と
は
、
以
て
第
十
住
心
な
り
。

五
相
と
は
、『
菩
提
心
論
』
十
三

右

に
之
を
明
か
す
。
三
密
・
五
相
の
観
に
依
り
世
出
世
を
成
就
す
。
此
は
是
れ
真

言
不
共
の
妙
蔵
余
教
超
絶
の
行
軌
な
り
。
名
を
教
王
と
い
う
は
、意
此
に
在
り
。『
遺
教
縁
』第
二
五右
に
云
う
、「
問

う
、
三
業
の
実
相
と
は
、
此
れ
何
物
ぞ
や
。
答
う
、
三
業
の
実
相
と
は
、
則
ち
浄
菩
提
心
是
れ
な
り
。
問
う
、

浄
菩
提
心
と
は
、
此
れ
何
ぞ
や
、
答
う
菩
提
心
と
は
、
此
れ
無
始
無
終
・
本
来
常
住
・
浄
妙
法
身
・
摩
訶
毘
盧

サ
ナ
仏
・
心
王
心
数
・
同
一
体
性
・
本
来
法
爾
・
無
垢
本
性
・
無
垢
堅
固
金
剛
菩
提
心
是
れ
な
り
」
と
文
。
三
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452/4

浄
厳

（
一
六
三
九
～
一
七
〇
二
）

『
定
弘
大
全
』
三
・
一
〇
九

『
定
弘
大
全
』
二
・
三
〇
七

453/1

『
大
正
』
三
九
・
六
八
〇
ｂ

『
大
正
』
三
九
・
七
三
〇
ｂ

密
・
五
相
は
、
俱
に
金
胎
に
通
ず
る
な
り
。
三
密
の
釈
は
、『
菩
提
心
論
拾
要
記
』
下
に
云

　

々
。
五
相
と
は
、『
摂

真
実
経
』
中
初丁
、『
守
護
経
』
九
十八
、『
心
地
観
経
』
八
十
二

丁

、『
教
王
経
』
十
一
十
二

丁

、『
三
摩
地
軌
』
廿
二

丁

、『
蓮
心
軌
』

十丁
に
之
を
明
か
す
。「
一
に
通
達
心
亦
は
通
達
本
心
と
名
く
。
亦
は
無
染
心
と
名
く
。
通
達
心
と
は
見
道
之
異

名
な
り
。
凡
身
に
性
徳
仏
性
有
り
て
通
達
す
。
是
れ
本
有
の
菩
提
心
な
り
」。『
入
道
章
』
に
云
う
、
此
の
位
の

菩
薩
無
漏
之
智
、真
如
を
了
証
ず
る
故
に
通
達
と
名
く
」
と
文
。
此
の
真
言
を
徹
心
の
明
と
名
く
。
徹
心
と
は
、

即
ち
通
達
の
義
な
り
。
因
み
に
云
う
、
寂
師
の
云
う
、
一
本
『
蓮
心
軌
』
に
、
五
相
真
言
を
以
て
羯
磨
会
五
仏

の
真
言
と
な
す
。
応
に
知
る
べ
し
、
五
相
は
、
是
れ
五
仏
三
昧
な
り
。『
菩
提
心
義
』
第
八
九丁
に
引
く
、「
通
達

心
は
、
即
ち
法
界
体
性
智
に
通
達
し
、
余
の
四
は
次
で
の
如
く
四
智
に
達
す
る
を
以
て
」
云

　

云
。『
尊
勝
大
瑜
伽

五
智
品
』
中
に
、
亦
五
相
を
以
て
五
智
真
言
と
な
す
云

　

云
。
然
る
に
浄
厳
は
、
此
等
の
義
を
弁
ぜ
ず
。
故
に
朱

を
以
て
軌
の
文
を
消
滅
し
、
別
に
傍
に
羯
磨
会
五
仏
真
言
を
書
き
加
え
る
。
之
を
思
は
ざ
る
こ
と
甚
し
と
云

　

云
。

隆
の
云
う
、
浄
厳
の
誤
り
明
○
な
り
。
此
の
解
に
準
ず
る
に
今
章
に
五
相
・
五
智
と
相
違
す
る
こ
と
、
若
し
は

寂
師
の
云
う
が
如
き
か
。
爾
か
ら
ず
五
相
五
智
と
相
違
せ
ん
か
考
う
べ
し
。
五
智
と
判
す
る
こ
と『
菩
提
心
論
』

九
丁

已
下 �

云
　

云
。『
拾
要
記
』
下
に
具
に
云

　

云
。
秘
密
と
は
、法
身
の
三
秘
密
な
り
。
等
覚
十
地
を
見
聞
す
る
こ
と
能
は
ず
、

故
に
爾
か
云
う
。『
二
教
論
』
下
終丁
に
云
う
、「
一
乗
を
三
に
簡
う
を
以
て
秘
の
名
を
立
つ
。
総
持
は
他
の
名
を

択
ん
で
密
号
を
得
る
。
乃
至
、
今
秘
密
と
謂
う
は
、
究
竟
最
極
法
身
の
自
境
を
以
て
秘
蔵
と
な
す
」
と
文
。

智
界
理
界
之
荘
厳
と
は
、『
十
住
心
論
』
第
十
冠
注

三
右
に
云
う
、「
秘
密
荘
厳
住
心
と
は
、
即
ち
是
れ
究
竟
じ
て
自

心
之
源
底
を
覚
知
し
、
実
の
如
く
自
身
之
数
量
を
証
悟
す
。
謂
ゆ
る
胎
蔵
海
会
の
万
タ
ラ
と
金
剛
界
の
万
タ
ラ

と
金
剛
頂
十
八
会
の
万
タ
ラ
と
は
是
れ
な
り
」
と
文
。
隆
の
云
う
、
今
章
の
五
相
・
五
智
等
は
、
立
名
の
六
字

を
分
っ
て
句
を
作
る
。
文
に
在
り
見
る
べ
し
。
智
界
・
理
界
荘
厳
と
は
、
論
釈
の
意
な
り
。
荘
厳
と
は
、
三
秘

密
の
体
に
し
て
而
も
端
厳
微
妙
の
義
な
り
。
第
十
四丁
に
、「
荘
厳
と
は
、
即
ち
是
れ
如
来
自
性
の
体
な
り
。
体
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『
大
正
』
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八
・
二
二
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『
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453/2

『
大
正
』
三
九
・
六
二
七
ｂ

453/3

に
無
量
の
徳
有
る
が
故
に
、
徳
に
無
量
の
名
あ
り
。
無
量
の
荘
厳
を
以
て
自
ら
荘
厳
す
」
と
文
。
又
十
五
三右
に

云
う
、「
万
タ
ラ
と
は
、種
々
の
徳
を
具
す
る
義
な
り
、即
ち
是
れ
秘
密
の
徳
な
り
。
是
の
如
く
の
秘
密
の
徳
は
、

蓮
花
の
開
敷
し
て
而
し
て
自
ら
荘
厳
す
る
が
如
し
」
と
文
。
是
れ
両
部
万
タ
ラ
な
り
。
自
覚
本
初
之
住
心
等

と
は
、『
即
身
義
』
十
六

左

に
云
う
、「
法
然
具
足
薩
般
若
と
は
、『
大
日
経
』
転
字
輪
万
タ
ラ
行
品
第
六
十二
に
云
う
、

我
れ
は
一
切
の
本
初
な
り
。
号
し
て
世
所
依
と
名
く
。
説
法
に
等
比
無
く
、
本
寂
に
し
て
上
有
る
こ
と
無
し
」

と
文
。
宗
家
は
釈
し
て
云
う
、「
本
初
と
は
、
本
来
法
然
に
是
の
如
く
の
大
自
在
の
一
切
の
法
を
証
得
す
る
之

本
初
な
り
。
如
来
の
法
身
と
、
衆
生
の
本
性
と
は
曰
く
、
此
の
本
来
寂
静
の
理
を
得
た
り
。
然
れ
ど
も
衆
生
は

覚
ら
ず
、
知
ら
ず
、
故
に
仏
、
此
の
理
趣
を
説
い
て
衆
生
を
覚
悟
せ
し
め
た
も
う
」
と
文
。
本
初
者
等
と
は
、

此
は
経
の
本
の
字
を
釈
し
、
本
来
法
然
の
義
と
な
す
。
是
れ
頌
文
の
法
然
の
義
と
合
し
、
為
作
造
作
の
義
を
假

ら
ず
。
即
ち
法
爾
常
然
な
り
。
若
し
爾
ら
ば
法
爾
法
然
と
し
て
此
の
法
有
る
故
に
本
と
云
う
。
証
得
如
是
と
は
、

已
下
初
の
字
釈
に
当
り
、
頌
文
の
具
足
の
二
字
に
合
す
。
即
ち
法
然
具
足
の
義
な
り
。
大
自
在
等
と
は
、
正
し

く
所
得
の
我
体
を
出
す
。
凡
そ
一
切
衆
生
は
一
切
諸
法
に
於
て
姿
に
假
我
の
相
を
起
す
故
に
不
自
在
な
り
。
而

る
に
仏
は
直
に
諸
法
当
相
を
挫
し
て
一
切
法
の
本
不
生
な
る
を
覚
知
す
故
に
、
大
自
在
と
云
う
な
り
。
第
五
四左

に
「
大
我
と
は
、
謂
く
諸
如
来
、
八
自
在
の
義
を
成
就
し
て
、
法
に
於
て
自
在
な
る
者
」
と
文
。
本
祖
と
は
、

謂
く
根
本
元
祖
と
云
わ
ん
が
如
く
な
り
。
今
章
已
上
、
釈
の
意
な
り
。
本
来
常
住
具
足
な
る
の
本
覚
仏
を
覚
知

す
る
故
に
自
覚
と
い
う
、
自
然
覚
と
い
う
。
法
然
に
具
足
之
覚
知
に
し
て
為
作
造
作
と
假
ら
ざ
る
義
な
り
。
此

れ
横
門
に
就
い
て
皆
な
是
れ
表
徳
の
密
義
に
し
て
、
十
界
は
皆
な
自
心
の
仏
の
名
字
な
り
。
是
の
如
く
を
満
の

如
実
知
自
心
と
名
く
。
前
九
の
如
く
未
解
脱
の
遮
情
の
菩
提
心
な
り
。
第
十
は
、遮
表
不
二
の
菩
提
心
の
故
に
。

深
義
更
に
問
え
と
は
、
如
実
知
自
心
に
於
て
横
竪
の
深
義
有
り
。
上
に
於
て
粗
述
畢
る
こ
と
を
此
等
の
義
を

指
す
、
深
義
更
問
と
云
う
か
。
尚
を
明
師
に
問
う
べ
し
矣
。
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